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研究成果の概要（和文）：成人先天性心疾患においては若年者でも筋肉量が減少した「サルコペニア（サルコペ
ニア肥満）」の状態を示す。①骨格筋のポンプ機能と②筋肉から分泌されるホルモンのグレリンは心保護に好影
響を及ぼす。適切なアミノ酸摂取とレジスタンストレーニングを行うことで、筋肉量の維持のみならず心不全の
状態の改善に好影響を及ぼす可能性が示された。特に単心室フォンタン循環では骨格筋による循環サポートが期
待できる可能性がある。

研究成果の概要（英文）：Sarcopenia is not uncommon in adults with congenital heart disease. Skeletal
 muscle and relevant hormone, grelin, have a positive effect on the cardiac function. There is a 
possibility that appropriate amino acid intake and resistance training keep appropriate skeletal 
muscle mass and improve chronic heart failure, particularly in Fontan circulation.     

研究分野： 循環器疾患
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研究成果の学術的意義や社会的意義
成人先天性心疾患においては若年者でも筋肉量が減少しているいることが明確な問題点として提示された。今回
の研究では適切なアミノ酸摂取とレジスタンストレーニングを行うことで筋肉量の維持のみならず心不全の状態
の改善に好影響を及ぼす可能性が示された。本研究の結果は、今後の成人先天性心疾患患者における運動リハビ
リガイドライン作成・運動指導・栄養指導に結び付き、それらを推進する可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
成人先天性心疾患患者の予後は運動耐容能と比例するが、30 代でも健常者の50-80％と著明に

低い可能性があり、高齢者同様にサルコペニア（骨格筋量低下・筋力低下）を呈する可能性が

ある。肥満の割合も非常に高く、背景疾患以外に心血管病のリスクを高めている可能性がある

が、小児期より運動習慣はなく対策はとられていない。また、成人先天性心疾患患者の運動リ

ハビリテーションのガイドライン・栄養指導の指針は存在しない。 

 
２．研究の目的 
本申請研究では以上の原因（遺伝的/内分泌的要素・栄養摂取不良・吸収障害・運動不足等）を

解明するとともに、必須アミノ酸の摂取と心臓リハビリテーション（筋力トレーニング）介入

により ①骨格筋量が増加するか ②体脂肪が低下するか ③運動耐容能が改善するか あるいは

④脳性ナトリウムペプチドＢＮＰ等の心障害マーカーが改善するかを検討した。 

 
３．研究の方法 
聖路加国際病院心血管センター成人先天性心疾患外来通院中の15 歳以上の成人先天性心疾患症

例のうち研究承諾の得られた以下の対象を前向きにエントリーした。 

研究１：骨格筋量評価とグレリン・レプチン等の摂食ホルモンの評価をした。1.単心室フォン

タン循環、2.二心室修復術後（ファロー四徴症）、3.健常コントロール群は患者群と年齢が対

応している協力ボランティア群 

研究２：栄養摂取調査 

外来に通院する成人先天性心疾患群（疾患指定なし）において、専用マークシート式栄養調査

用紙を用いて栄養調査を行い、良好かつ十分なタンパク質摂取がされているかを検討した。 

研究３：成人先天性心疾患群（単心室フォンタン循環・ファロー四徴症）とコントロール群で

筋肉トレーニング＋アミノ酸摂取の効果を比較した。１.成人先天性心疾患群で筋肉トレーニン

グ＋アミノ酸摂取、２. 成人先天性心疾患群でアミノ酸摂取のみ、3. コントロール群で筋肉ト

レーニング＋アミノ酸摂取 

筋肉トレーニングについては自宅で2か月のホームエクササイズを行い、当院の理学療法士がそ

の実行性や適切な運動量を適宜確認した。アミノ酸摂取に関してはロイシン入りのアミノ酸製

剤の摂取とした。 

 

４．研究成果 

研究1: 骨格筋量評価とグレリン・レプチン等の摂食ホルモンの評価 

1. 成人先天性心疾患群は骨格筋量の低下傾向を示した。2.成人先天性心疾患群のうち、フォ

ンタン循環やチアノーゼ疾患において、摂食ホルモングレリン(心保護作用もある)の低下

傾向を示した。3. 成人先天性心疾患群においてグレリン・体脂肪量・経皮的動脈血酸素飽

和度と心不全の重症度の相関関係を認めた。以上より、成人先天性心疾患群におけるサル

コペニア傾向、摂食ホルモン異常、心不全に影響する因子に関し、初めての報告となっ

た。 



 
 

研究２：栄養摂取調査 

 
 

 
 
比較的健康的な食生活の傾向がみられたが、男女ともに動物性蛋白質（肉類）の摂取は平均を下
回る結果であった。サルコペニア群においても十分なカロリー摂取がなされており、サルコペニ
ア・非サルコペニア群において、栄養摂取傾向に有意な差はなかった。 
 
研究３：成人先天性心疾患群（単心室フォンタン循環・ファロー四徴症）とコントロール群で筋
肉トレーニング＋アミノ酸摂取の効果 
 



 
 

成人先天性心疾患におけるサルコペニア（サルコペニア肥満を含む）の改善方法として、④筋

肉レジスタンストレーニング（preliminary study）として2か月間のホームエクササイズを施

行し、筋肉量・基礎代謝量・浮腫率・心不全マーカーの改善を確認した。レジスタンストレー

ニング＋適切なアミノ酸摂取群においては上記のような改善を認めたが、アミノ酸摂取のみで

は改善なく、成人先天性心疾患においても筋肉レジスタンストレーニング＋適切なアミノ酸摂

取が望ましい結果であった。 
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